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観光・防災における移動者情報支援技術と
　　　　　　　   情報デザインの融合研究

公立はこだて未来大学
システム情報科学部 情報アーキテクチャ学科 教授

松原　仁  Hitoshi Matsubara

■研究開発の背景

■成果・事業化

具体的なターゲットとして

� ヒューマンムバコンの応用開発

� 屋外ムーバブル作業ロボット向け統合ＰＣシステムの開発

� ライフガードPC

� エンターテインメントムバコンの開発を進めながら汎用的な設計法の確立を目指す。

「ムバコン」とは本研究の松原教授の造語である。

ウェアラブルコンピュータ技術とロボット技術を統合した行動型ＩＴ機器（ムーバルコ

ンピュータ：ムバコン）を今後のＩＴ主要産業技術へと発展させ、その確立を図る。

●平成16年度迄ムーバブルコンピューティングをキーワードに、移動・可搬・情報連動・

情報支援を　行う研究を行ってきた。

●平成17年、地域と関係の深い事業領域へ選択と集中を行う。

　観光と防災を、移動体向け小型携行情報制御機器・システムの応用技術開発という観点

から研　究計画を再編成、これまで行ってきた個別のムーバブルコンピューティング技術

は、観光、防災とい　った事業方向性の上に実装する形で研究を進めるものとする。　

■研究開発の推進体制

機動的な無線通信・センシング網の構築実験を行うプラケ

ース内蔵ムバコン

ヒューマンムバコン（１５年度）

感覚代行装置：サイアーム（１５年度）

ヒューマンムバコン（１５年度）

ロボット自身による遂行作業の計画・管理システム対人安全

性を含めた統合的な自律型群ロボット制御システム

小型芝刈ロボット（１４～１５年度）

携帯型PCと無線ネットワー

ク、センサ、分析制御計算機

からなるプラットフォーム

ヒューマンムバコン

観光情報・防災システムプロトタイプの開発
（１７～１８年度）

市販携帯端末での画像、音声データ利用環境整備と観光・

防災配信システムの開発。

人とメディアをつなぐ新しいインタフェース（ITACO）を構想・

実装し、観光情報システムなどへの応用を目指す

ＩＴＡＣＯ：エージェントマイグレーションシステム（１６年度）

エージェントのオブジェクト間移動　　エンターテイメントムバコン

擬人化エージェントが様々な機器に移動し発現

障害物や物体からの距離

を超音波を利用して腕に

伝達する認識装置
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ハードウェア

● 小型携行型観光支援機器

● ライフガードアタッチメント

● 都市型ムーバブル支援装置

● 防災向け感覚拡張機器

ソフトウェア・システム

● 都市型平非両用情報ブラウジングシステム

● 高密度観光支援情報構築システム

● 機器感応型防災情報同期システム

● 防災向け携行型サーバシステム

サービス

● 非GPS測位サービス（ランドマーク待ち合わせ）

● ランドマーク連動型観光情報サービス

● 小型IT機器向け防災情報サービス

● 観光防災状態遷移支援サービス

札幌市内ハードウェア開発企業の技術・ハード活用

試作・販売実績作りで事業支援

北海道産ハードウェアの集中採用

携帯電話ブラウザー等の開発力のある札幌市内企業

（株）エスイーシー

（株）ジャステックラボ

（株）アットマークテクノ

組込システムの応用分野拡大で事業支援

（観光・防災・都市型情報システム等）

SEサービス＋
高度な用途サービス

都市エリアとの
密な連携

観光・防災用途データサービスの地域立地

応用研究


